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CIMリクワイヤメントの実践！

福井コンピュータ株式会社
浅田一央

福井コンピュータソフトウェアを活用した
リクワイヤメントへの対応について



平成30年度のリクワイヤメント

リクワイヤメント

① 契約図書化に向けた CIM モデルの構築（設計・施工）
・新たに策定した「3次元モデル表記標準（案）」をもとに2D図面と連動した3Dモデル作成・活用を実施。

② 関係者間での情報連携及びオンライン電子納品の試行
・新たに策定した「情報共有システム機能要件」をもとに3Dビューを活用した関係者間共有、オンライン納品を実施。

③ 属性情報の付与
・付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属性情報の直接付与が可能に）

④ CIM モデルによる数量、工事費、工期算出
・3Dモデルでの数量算出のため、改定された「土木工事数量算出要領（案）」をもとに課題や結果をとりまとめる。

⑤ CIM モデルによる効率的な照査の実施
・詳細設計照査要領に基づく従来の照査と比較し、3Dでの照査による効率化の程度についてとりまとめる。

⑥ 施工段階での CIM モデルの効率的な活用
・施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確認を実施。

⑦ その他【現場特性に応じて設定】
・実施する現場の特性に応じてカスタマイズ。受発注者の協議を介し、3Dデータ活用による生産性向上の手立てを探る。



①契約図書化に向けたCIMモデルの構築（設計・施工）

新たに策定した「３次元モデル表記標準（案）」をもとに2D図面と連動した3Dモデル作成・活用を実施。

「３次元モデル表記標準（案）」につきましては対応を予定しておりますが、対応時期は未定となっております。

試行等で３次元モデル表記標準と同様な運用を行う事は可能です。（※３DPDF出力には対応しておりません。）

3Dモデル上に寸法表記用断面（アノテーション平面）を配置
アノテーション平面上に、断面図形状・寸法・注釈を記述



②関係者間での情報連携及びオンライン電子納品の試行

新たに策定した「情報共有システム機能要件」をもとに3Dビューを活用した関係者間共有、オンライン納品を実施。

作成した情報は、ライセンスフリーのビューアで確認できるため関係者間の情報共有に活用できます。
無償Viewerで情報共有可能

TREND-CORE上で作成した情報（３Dモデル・点群・寸法・注
釈・シーン・属性）は無償Viewerに出力可能

３Dモデル
点群
寸法・注釈
シーン
属性



動画による説明



属性については外部参照・直接付与ともに対応。IFCファイルのインポート・エクスポートに対応しているため

他のソフトウェアとの３Dモデルおよび属性の交換が可能

③属性情報の付与-1
付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属性情報の直接付与が可能に）

属性は必要に応じて自由に作成可能

直接付与インポート・エクスポート

外部参照インポート・エクスポート



一覧にて情報を確認及び編集を行えます。属性内容によるフィルタリングしての表示等も可能

また、一覧の情報はエクセルファイルにエクスポート可能です。

付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属性情報の直接付与が可能に）

③属性情報の付与-2



モデルに設定されている属性情報をエクセルで編集し、モデルに再度書き戻すことが可能。

資料作成や確認が容易になるだけでなく、編集作業時間を大幅に削減できます。

付与すべき属性情報を検討、結果を一覧にとりまとめる。（H30年度からIFCによる属性情報の直接付与が可能に）

MDB

③属性情報の付与-3



④CIMモデルによる数量、工事費、工期算出

3Dモデルでの数量算出のため、改定された「土木工事数量算出要領（案）」をもとに課題や結果をとりまとめる。

土工土量および構造物（モデル）の体積算出を行う事ができます。



⑤CIMモデルによる効率的な照査の実施

詳細設計照査要領に基づく従来の照査と比較し、3Dを活用した照査による効率化の割合についてとりまとめる。

3D上での任意点間の距離計測、
座標計測等による照査
3D寸法の作図による照査

現況点群と設計モデルの重ね合わせにより、
様々な設計モデルの不整合が照査可能

2D図面と3Dモデルの重ね合わせによる照査



⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用-1

施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確認を実施。

・施工ステップを作成し施工計画の検討が可能。

・共有機能として、動画出力が可能。

・作成したデータは、無償ビューアにて関係者間で共有可能。

4D

施工ステップ番号や日付などプロパティ値を元に施工シミュレーション
施工ステップは動画化可能



施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確認を実施。

現況点群と設計モデルや重機モデルの重ね合わせて確認することにより、現場の支障を事前に確認が可能

TREND-COREに準備されている稼働重機を配置して施工検討

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用-2



施工計画検討を動画によって実施。工事においては計測機器と連携した出来形確認を実施。

現況点群と設計モデルや重機モデルの重ね合わせて確認することにより、現場の支障を事前に確認が可能

現況点群と設計モデルや重機モデルの重ね合わせて確認すること
により、現場の支障を事前に確認が可能 出来形点群と設計モデルの重ね合わせにより、

出来形の確認が可能

⑥施工段階でのCIMモデルの効率的な活用-3



動画



⑦その他【現場特性に応じて設定】
実施する現場の特性に応じてカスタマイズ。受発注者の協議を介し、3Dデータ活用による生産性向上の手立てを探る。

計測

写真

参照ファイル確認

パノラマ画像出力



動画



動画



パノラマ画像



パノラマ画像の活用（住民説明など合意形成）

BIM/CIM
Model

無料アプリのハコスコを活用

VR Viewer

Hakosuko



簡単VRの活用



ご清聴ありがとうございました。

http://www.ocf.or.jp/


